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「
自
殺
の
増
加
に
つ
い
て
」

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
研
究
員
）

坂

輪

宣

政

近
年
、
自
殺
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
報
道
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
は
全
死
亡
者
の
三
％
に
も
及
ん

で
お
り
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
が
、「
増
加
」
と
は
ど
の
程
度
な
の
か
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
、
統
計
か
ら
も
確
認
し
た
い

と
考
え
、
自
殺
に
関
す
る
通
説
と
と
も
に
、
こ
の
メ
モ
に
ま
と
め
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
諸
統
計
も
、
既
に
知
悉
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
か

と
思
う
。
ま
た
、
そ
の
他
の
文
に
つ
い
て
も
、
筆
者
の
不
勉
強
と
無
知
か
ら
、
諸
書
か
ら
学
ん
だ
基
礎
的
な
通
説
の
羅
列
に
終
始
し
た

が
、
御
海
容
い
た
だ
き
た
い
。

第
一
節

ま
ず
、
自
殺
に
つ
い
て
、
通
説
と
な
っ
て
い
る
諸
要
素
に
つ
い
て
、
項
目
別
に
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
。

自
殺
の
定
義
・
認
定

古
典
的
な
名
著
で
あ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
『
自
殺
論
』
の
定
義
で
は
、
自
殺
と
は
「
死
者
自
身
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
積
極
的
ま
た
は
消

極
的
行
為
に
よ
っ
て
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
生
じ
た
死
を
い
い
、
し
か
も
死
者
が
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
行
為
を
予
測
し
て
い
た
場
合
を
す

べ
て
自
殺
と
い
う
」
と
定
義
さ
れ
る
。
現
在
の
最
も
有
力
な
説
で
は
、「
成
熟
し
た
人
格
」
と
「
清
明
な
意
識
」
の
も
と
で
の
、「
致
死
の
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認
識
」
と
「
明
確
な
意
志
」
に
基
づ
く
自
傷
行
為
を
自
殺
の
条
件
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
「
行
為
の
結
果
の
予
測
」
や
「
本
人

の
意
思
」
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
も
問
題
と
な
り
、
消
極
的
・
結
果
的
に
死
に
つ
な
が
る
行
為
や
、
周
囲
の
状
況
か
ら
「
強
制
さ
れ
た

死
」
や
「
安
楽
死
」「
尊
厳
死
」
の
問
題
も
あ
り
、
明
確
に
判
定
し
が
た
い
場
合
も
出
て
く
る
。
ま
た
、
当
然
な
が
ら
、
他
殺
や
事
故
死

な
ど
の
「
そ
の
他
の
外
因
死
」
と
判
別
し
が
た
い
場
合
も
、
し
ば
し
ば
あ
る
。
遺
族
が
自
殺
と
判
定
さ
れ
る
こ
と
を
さ
け
よ
う
と
す
る
場

合
も
あ
り
、
統
計
の
数
字
も
完
全
に
実
態
を
顕
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
国
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
判
定
を
下
す
人
物
（
法
的
資
格
を
も
つ
、
医
学
的
資
格
を
も
つ
、
そ
の
両
方
を
も
つ
、
両
方
を
持
た

な
い
、
陪
審
制
な
ど
）
や
判
定
の
方
法
（
調
査
の
精
度
、
不
慮
の
事
故
や
不
詳
と
の
判
別
の
仕
方
な
ど
）、
自
殺
と
判
断
す
る
傾
向
の
強

弱
（
そ
の
国
の
社
会
に
お
け
る
自
殺
の
忌
避
度
な
ど
）、
統
計
の
方
法
な
ど
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
統
計
の
国
際
的
比
較
も
慎
重
に
す

べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

日
本
の
自
殺
の
統
計

現
在
の
自
殺
の
統
計
に
は
、
警
察
庁
と
厚
生
労
働
省
（
旧
厚
生
省
）
の
両
者
が
集
計
し
て
い
る
二
種
の
統
計
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
判
定
基
準
で
別
個
に
統
計
を
と
っ
て
き
て
い
る
（
警
察
で
は
昭
和
五
十
三
年
ま
で
に
一
時
未
集
計
の
期
間
あ
り
）。
警
察
で
は
、
担
当

の
警
察
官
が
遺
体
の
検
視
や
遺
書
の
ほ
か
、
周
囲
の
人
か
ら
の
聴
き
取
り
調
査
や
経
歴
・
環
境
な
ど
の
周
囲
の
状
況
な
ど
も
勘
案
し
て
、

最
終
的
に
判
断
し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
死
亡
診
断
書
を
作
成
し
た
医
師
か
ら
の
報
告
を
基
と
し
て
、
国
際
基
準
「
国
際
疾
病
・

死
因
分
類
番
号
」
に
準
拠
し
た
分
類
に
よ
り
集
計
し
て
い
る
（
自
殺
は
「
故
意
の
自
傷
及
び
自
殺
」
で
あ
り
分
類
番
号
は

で

あ
る
。
心
中
に
よ
る
子
ど
も
の
死
は
他
殺
に
分
類
さ
れ
る
）。
警
察
庁
で
は
総
人
口
（
日
本
に
お
け
る
外
国
人
も
含
む
）
を
対
象
と
し
、

厚
生
労
働
省
で
は
日
本
に
お
け
る
日
本
人
を
対
象
と
し
て
い
る
。
警
察
庁
で
は
、
遺
体
発
見
時
に
自
殺
・
他
殺
・
事
故
死
な
ど
の
判
断
が
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つ
か
な
い
場
合
に
は
、
検
視
調
書
ま
た
は
死
体
検
分
調
書
が
作
成
さ
れ
る
の
み
で
、
後
の
調
査
で
自
殺
と
判
断
さ
れ
る
と
、
そ
の
時
点
で

計
上
さ
れ
る
。
厚
生
省
で
は
、
自
殺
・
他
殺
・
事
故
死
の
判
断
が
つ
か
な
い
場
合
に
は
、
自
殺
以
外
で
処
理
し
、
後
に
死
亡
診
断
書
な
ど

の
作
成
者
か
ら
自
殺
と
訂
正
す
る
報
告
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
自
殺
に
追
加
し
て
い
た
。

両
者
の
数
字
に
は
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
近
年
で
は
ほ
ぼ
常
に
警
察
庁
の
統
計
が
一
割
近
い
程
度
多
く
な
っ
て
い
る
。
平
成
十
三
年
度

で
は
警
察
の
資
料
で
は
三
万
一
千
四
十
二
人
、
厚
生
労
働
省
で
は
二
万
九
千
三
百
七
十
五
人
で
あ
っ
た
。
自
殺
の
数
と
自
殺
率
に
二
つ
の

数
字
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

警
察
庁
で
は
例
年
六
月
か
ら
七
月
に
前
年
の
「
自
殺
の
概
要
」
の
資
料
を
作
成
し
て
い
る
。（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い

る
。
な
お
警
察
で
は
、
十
分
な
信
頼
は
で
き
な
い
事
は
承
知
の
上
で
あ
ろ
う
が
、
一
応
の
参
考
と
し
て
、
調
査
し
た
警
察
官
が
「
自
殺
の

動
機
」
を
一
つ
撰
ぶ
と
い
う
統
計
を
と
っ
て
い
る
。）

厚
生
労
働
省
で
は
自
殺
の
統
計
は
、
他
の
人
口
変
動
の
デ
ー
タ
と
と
も
に
、
毎
年
の
「
人
口
動
態
統
計
」（
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統

計
情
報
部
人
口
動
態
統
計
課
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
厚
生
労
働
省
の
把
握
し
た
自
殺
に
つ
い
て
、
年
次
・
年
齢
・
性
別
・
地

域
・
配
偶
者
の
有
無
・
死
因
な
ど
の
詳
細
な
デ
ー
タ
が
あ
り
、
諸
外
国
の
統
計
報
告
（
総
数
の
他
、
年
次
・
年
代
別
な
ど
）
も
載
っ
て
い

る
（
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
一
部
公
開
さ
れ
て
い
る
）。
他
に
昭
和
五
九
年
・
平
成
二
年
・
平
成
九
年
に
、
自
殺
の
資
料
に

つ
い
て
、
警
察
の
資
料
も
参
考
と
し
、『
自
殺
死
亡
統
計
』
を
編
纂
し
て
い
る
。

自
殺
率
と
は
、
人
口
十
万
人
あ
た
り
の
自
殺
者
の
数
を
示
す
。
単
純
な
総
人
口
と
自
殺
数
に
よ
る
粗
自
殺
率
と
、
年
代
毎
の
特
殊
要
因

を
補
正
す
る
た
め
の
訂
正
自
殺
率
（
平
成
三
年
か
ら
は
年
齢
調
整
死
亡
率
）
の
二
種
が
あ
る
。
訂
正
自
殺
率
は
、
各
年
代
別
に
「
観
察
集

団
の
年
齢
階
級
別
自
殺
率
」
に
「
基
準
に
す
る
年
齢
階
級
別
人
口
」
を
年
代
別
に
か
け
た
も
の
の
総
和
を
、「
基
準
に
す
る
人
口
集
団
の

総
和
」
で
割
っ
た
も
の
を
い
う
。
本
稿
に
引
用
し
た
数
字
で
は
、
こ
の
区
分
は
曖
昧
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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年
代
別
類
型

か
っ
て

は
自
殺
の
年
代
的
な
変
動
の
様
相
に
つ
い
て
、
典
型
的
な
も
の
が
三
つ
あ
る
と
し
て
、「
日
本
型
」、「
ハ
ン
ガ
リ
ー
型

（
チ
ェ
コ
型
と
も
）」、「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
型
」
の
三
分
類
と
し
て
発
表
し
た
。「
ハ
ン
ガ
リ
ー
型
」
と
は
自
殺
率
は
年
齢
と
と
も
に
上
昇

し
、
老
年
期
に
入
る
と
急
激
に
上
昇
す
る
型
で
世
界
的
に
は
多
い
と
さ
れ
る
。「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
型
」
は
年
齢
の
上
昇
と
自
殺
率
の
上
昇

が
伴
う
の
は
同
一
だ
が
、
高
年
齢
に
な
る
と
む
し
ろ
減
少
傾
向
を
み
せ
る
。「
日
本
型
」
と
は
、
自
殺
率
の
ピ
ー
ク
が
青
年
と
老
年
の
二

つ
に
存
し
、
そ
の
間
の
壮
年
期
が
低
い
と
い
う
「
二
峰
性
カ
ー
ブ
」
を
特
徴
と
す
る
。
ア
ジ
ア
・
中
南
米
の
途
上
国
に
多
い
型
と
分
析
さ

れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
日
本
で
は
、
青
年
と
老
人
の
自
殺
は
減
少
し
、
逆
に
、
壮
年
期
の
自
殺
が
増
え
、
昭
和
四
十
五
年
頃
か
ら
平
坦

に
近
づ
き
、
同
五
十
年
頃
か
ら
は
壮
年
期
の
自
殺
者
が
青
年
層
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
自
殺
の
多
い
世
代
は
同
一
で
「
昭
和
ひ

と
け
た
世
代
」
で
あ
っ
た
）。
こ
の
増
加
は
、
当
該
年
代
の
男
性
の
み
自
殺
の
増
加
が
急
激
で
あ
っ
た
の
が
理
由
で
あ
っ
た
。

年
少
者
の
自
殺

統
計
的
な
数
は
常
に
少
な
い
が
、
衝
撃
的
で
あ
る
。
小
児
は
生
死
に
つ
い
て
、
ま
だ
確
か
な
観
念
を
確
立
し
て
い
な
い
の
で
、
真
に
自

殺
と
い
え
る
の
は
、
十
代
後
半
か
ら
と
い
う
説
も
あ
る
。

中
高
年
者
の
自
殺

年
齢
と
と
も
に
自
殺
率
は
上
昇
す
る
傾
向
が
あ
る
。
配
偶
関
係
か
ら
の
調
査
か
ら
、
配
偶
者
と
の
死
別
・
離
別
な
ど
の
家
庭
環
境
の
変
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化
が
他
の
年
代
に
比
し
て
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
中
高
年
男
性
の
自
殺
は
、
特
に
最
近
で
は
、
求
人
倍
率
や
失
業

率
の
変
化
と
自
殺
率
が
ほ
ぼ
連
動
し
て
い
る
様
子
が
統
計
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
年
代
の
男
性
は
、
そ
の
社
会
的
な
位
置
か
ら
も
、
経

済
的
な
変
動
の
影
響
を
大
き
く
蒙
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
の
自
殺

高
齢
者
の
自
殺
が
自
殺
全
体
の
約
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
高
齢
者
の
自
殺
は
古
今
東
西
を
問
わ
ず
、
多
い
と
さ
れ
る
。
日
本
で

は
、
高
齢
者
へ
の
福
祉
介
護
や
高
齢
者
自
身
の
活
性
化
も
一
因
で
あ
ろ
う
、
以
前
は
高
か
っ
た
高
齢
者
の
自
殺
率
が
大
幅
に
減
少
し
て
き

て
い
る
。

日
本
の
高
齢
化

日
本
の
人
口
構
成
そ
の
も
の
が
高
齢
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
、
最
近
の
自
殺
率
の
上
昇
と
自
殺
数
の
増
加
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
六
十
年
と
平
成
十
二
年
で
は
総
人
口
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
に
、
人
口
の
重
心
は
移
動
し
て
、
少
子
高
齢

化
の
様
相
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
高
年
齢
層
で
は
自
殺
が
多
い
傾
向
と
も
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
し
ば
ら
く
は
急
激
な
減
少
は
望
め

な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

疾
患
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ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
や
精
神
病
の
患
者
は
自
殺
率
が
特
に
高
い
。
精
神
病
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
医
師
に
よ
っ
て
評
価
が
か
な
り
異
な

る
。
一
部
の
医
師
は
、
自
殺
者
は
一
時
的
に
せ
よ
、
ほ
ぼ
全
員
が
、
精
神
的
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
鬱
病
な
ど
の
精
神
病
で
あ
っ
た
と
診

断
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る
。
近
年
の
自
殺
は
過
労
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
鬱
状
態
と
な
り
、
そ
れ
が
自
殺
念
慮
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
多
い
と
い
わ
れ
、
労
働
条
件
の
改
善
や
薬
剤
投
与
を
中
心
と
し
た
鬱
病
治
療
が
自
殺
減
少
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
し
て
、
注
目
さ

れ
て
い
る
。
鬱
病
に
つ
い
て
は
、
初
期
と
軽
快
期
に
自
殺
の
危
険
性
が
高
く
、
ど
ん
底
か
ら
快
方
に
向
か
う
三
週
間
ほ
ど
が
、
自
殺
を
遂

行
す
る
だ
け
の
力
が
戻
っ
て
い
る
だ
け
に
か
え
っ
て
危
険
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

戦
争

戦
争
・
内
乱
な
ど
の
動
乱
期
に
は
自
殺
は
減
少
し
、
そ
れ
が
終
結
す
る
と
増
加
す
る
。
ま
た
、
貧
困
の
状
態
で
は
、
自
殺
率
が
低
下
す

る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
る
（
統
計
の
不
備
や
検
視
機
能
の
不
十
分
さ
に
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
）。
急
激
な
社
会
生
活
の

変
動
の
た
め
、
自
己
の
拠
っ
て
立
つ
所
が
不
安
定
と
な
り
、
精
神
的
に
も
バ
ラ
ン
ス
が
危
う
く
な
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
か
ら

か
、
好
景
気
で
も
か
え
っ
て
自
殺
が
増
加
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

自
殺
と
殺
人
（
自
責
性
と
他
罰
性
）

既
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
時
代
か
ら
、
自
殺
率
と
殺
人
率
が
反
比
例
し
て
い
る
様
子
が
統
計
的
に
確
認
さ
れ
、
一
つ
の
法
則
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
の
状
況
で
も
、
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
は
、
自
殺
率
は
日
本
よ
り
低
い
が
（
平
成
十
三
年
は
約
十
二
・
〇
）、
殺
人
の
発
生
率

は
日
本
に
比
較
す
る
と
遙
か
に
多
く
、
自
殺
と
他
殺
の
合
計
で
は
、
死
亡
率
は
日
本
よ
り
も
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
自
殺
と
殺
人
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は
、
攻
撃
性
が
自
己
に
向
か
う
か
他
者
に
向
か
う
か
の
差
異
は
あ
る
が
、
一
種
の
「
自
己
破
壊
」
行
為
で
あ
り
攻
撃
性
の
発
露
で
あ
る
と

い
う
点
で
は
共
通
す
る
場
合
が
あ
る
、
と
い
う
説
も
古
来
あ
る
。
日
本
で
も
青
少
年
層
の
自
殺
率
低
下
と
犯
罪
・
非
行
の
増
加
に
相
関
関

係
が
あ
る
と
い
う
研
究
が
あ
る
。

未
遂

日
本
の
自
殺
の
未
遂
は
若
年
の
女
子
に
特
に
多
く
、
若
年
層
ほ
ど
未
遂
率
が
高
い
。
年
代
が
上
昇
す
る
と
低
下
し
、
男
性
の
ほ
う
が
未

遂
は
少
な
い
。

群
発
自
殺

自
殺
に
つ
い
て
の
報
道
の
影
響
で
、
自
殺
が
流
行
す
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
少
年
は
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、
取
り
上
げ
方
に
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

第
二
節

近
年
の
増
加
の
実
態
に
つ
い
て
考
え
る
前
提
と
し
て
、
後
記
の
統
計
諸
表
を
御
覧
い
た
だ
け
れ
ば
明
瞭
で
あ
る
が
、
日
本
近
代
の
自
殺

数
の
増
減
を
概
観
し
た
い
。
ま
ず
、
日
露
戦
争
中
や
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
は
、
自
殺
率
は
低
か
っ
た
が
、
世
界
恐
慌
の
際
は
上
昇
し
、

自
殺
率
は
二
十
を
越
え
た
。
第
二
次
世
界
対
戦
中
は
激
減
し
、
戦
後
は
激
増
し
た
。
特
に
昭
和
二
十
九
年
か
ら
三
十
四
年
は
世
界
的
に
も
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最
悪
水
準
の
自
殺
率
と
な
っ
た
。
三
十
三
年
の
二
五
・
七
が
ピ
ー
ク
で
、
三
十
五
年
の
二
一
・
六
ま
で
八
年
間
続
い
て
二
十
を
越
し
た
。

し
か
し
、
高
度
成
長
と
と
も
に
驚
異
的
に
減
少
し
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
、
戦
後
最
低
（
十
四
・
二
、
厚
生
省
）
を
記
録
し
た
。
こ
の
頃

か
ら
昭
和
五
十
七
年
ま
で
は
十
五

十
八
程
で
安
定
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
、
自
殺
が
再
び
増
加
し
、
六
十
一
年
に
は
二
万

五
千
人
を
超
え
た
。
そ
の
後
、
バ
ブ
ル
期
の
好
況
を
挟
ん
で
、
不
景
気
が
続
き
、
自
殺
も
漸
増
し
て
い
っ
た
。
平
成
九
年
か
ら
同
十
年
に

か
け
て
、
自
殺
者
の
数
が
特
に
大
き
く
増
加
し
た
。
そ
の
増
加
の
内
訳
を
み
る
と
、
男
性
の
増
加
が
著
し
く
、
平
成
九
年
に
は
男
性
の
自

殺
は
女
性
の
お
よ
そ
二
倍
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十
年
以
降
は
約
二
・
五
倍
弱
に
増
加
し
て
い
る
。
男
女
差
に
つ
い
て
は
、
国
、
時
期
、
年

代
を
問
わ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
男
性
の
自
殺
率
は
女
性
の
一
・
五
倍
、
二
倍
か
ら
三
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
女
性
の
自
殺

率
は
、
男
性
を
十
と
す
る
と
七

八
で
あ
り
、
世
界
的
に
は
高
い
比
率
で
あ
っ
た
。
男
性
の
対
女
性
比
率
は
最
低
は
一
九
六
九
年
の
一
二

九
・
二
で
あ
る
。
昭
和
五
十
八
年
に
は
二
五
一
・
七
ま
で
差
が
拡
大
し
、
一
旦
低
下
し
た
が
平
成
五
年
以
降
は
二
倍
以
上
と
な
っ
て
お

り
、
こ
こ
三
年
ほ
ど
は
二
四
〇
を
越
し
て
い
る
。
男
性
の
自
殺
の
増
加
が
特
に
著
し
い
の
が
、
近
年
の
日
本
の
自
殺
増
加
の
特
徴
の
一
つ

で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
の
自
殺
率
の
上
下
に
は
失
業
率
の
上
下
と
強
い
相
関
関
係
が
あ
る
と
い
う
研
究
が
既
に
な
さ
れ
て
い
る
。
統
計
表
で
も
、

そ
の
様
相
が
伺
え
る
。
最
近
の
自
殺
増
加
が
、
不
況
と
強
く
連
動
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
お
、
地

方
公
務
員
の
自
殺
率
は
十
三
・
〇
（
平
成
十
三
年
）
と
低
く
、
不
況
下
で
も
身
分
や
収
入
の
安
定
し
て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

最
近
の
自
殺
の
増
減
と
経
済
の
連
動
関
係
は
明
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
経
済
的
な
理
由
で
、
し
か
も
餓
死
に
近
い
よ
う

な
極
限
状
況
で
も
な
い
の
に
、
命
を
自
ら
絶
つ
人
が
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。

第
三
節
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日
本
が
世
界
的
に
も
珍
し
い
ほ
ど
の
自
殺
大
国
で
あ
る
、
と
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
。
し
か
も
、
日
本
の
自
殺
が
多
い
の
は
無
常
観
や
浄

土
観
な
ど
仏
教
思
想
の
影
響
の
影
響
で
あ
る
、
と
い
う
分
析
を
す
る
人
も
あ
る
が
、
諸
外
国
と
の
比
較
か
ら
も
、
的
は
ず
れ
で
あ
り
、
む

し
ろ
言
い
掛
か
り
に
近
い
の
で
は
と
感
じ
ら
れ
る
。
実
際
は
、
下
記
の
資
料
に
も
あ
る
よ
う
に
、
か
っ
て
は
自
殺
の
か
な
り
多
い
時
期
も

あ
り
、
最
近
増
加
し
て
い
る
に
せ
よ
、
長
い
期
間
を
通
し
て
み
れ
ば
、
他
の
欧
米
諸
国
と
大
き
な
差
は
な
く
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
に
は

さ
ま
れ
る
よ
う
な
率
で
推
移
し
て
き
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
仏
教
が
特
に
自
殺
と
関
係
す
る
わ
け
で
も
な
い
一
例
と
し
て
、
上
座
部
仏

教
の
国
で
あ
る
タ
イ
で
は
、
自
殺
率
も
低
く
、
し
か
も
殺
人
な
ど
の
犯
罪
発
生
率
も
低
い
。
誰
も
が
一
度
は
出
家
す
る
と
い
う
お
国
柄
が

大
き
な
原
因
な
の
で
あ
ろ
う
（
但
し
、
女
子
自
殺
率
の
上
昇
、
九
十
年
代
の
急
激
な
経
済
発
展
と
ミ
ニ
バ
ブ
ル
の
崩
壊
、
エ
イ
ズ
の
流
行

な
ど
に
よ
り
、
変
化
の
兆
し
が
あ
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
）。

キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
本
来
は
、
聖
書
に
は
明
確
に
自
殺
を
禁
止
す
る
と
い
う
記
述
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ア
ウ
グ
イ
テ
ィ
ヌ

ス
（
三
五
四

四
三
〇
）
の
展
開
し
た
教
学
が
広
ま
っ
た
事
に
よ
り
一
変
し
、
自
殺
も
自
己
へ
の
殺
人
、
と
い
う
考
え
方
が
以
降
確
立
し

た
。
欧
州
諸
国
で
は
、
一
九
世
紀
ま
で
、
自
殺
は
犯
罪
と
同
一
視
さ
れ
、
法
で
も
罰
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
但
し
、
宗
教
的
・
法
的
な
強

烈
な
禁
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
殺
抑
止
の
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
か
っ
た
ら
し
い
（
自
殺
を
認
定
せ
ず
精
神
錯
乱
な
ど
で
処
理

し
た
例
も
多
か
っ
た
ら
し
い
）。
新
教
で
は
一
人
々
々
が
神
と
対
峙
す
る
が
、
旧
教
で
は
神
父
が
罪
を
許
す
権
限
を
持
ち
、
そ
れ
が
新
旧

の
自
殺
率
の
差
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
統
計
で
は
自
殺
率
が
大
変
に
低
い
。「
イ
ス
ラ
ム
社
会
」
と
の
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏

へ
移
住
し
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
自
殺
率
は
か
え
っ
て
高
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
事
例
と
は
逆
で
あ
る
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
大
集
団
に
囲

ま
れ
た
小
集
団
で
は
か
え
っ
て
自
殺
が
減
る
と
し
て
、
自
殺
禁
止
規
定
の
な
い
ユ
ダ
ヤ
教
で
自
殺
が
大
変
少
な
い
理
由
の
一
つ
と
考
察
し

て
い
る
（
一
九
七
〇
年
の
シ
ア
ト
ル
で
の
調
査
で
は
、
日
系
人
の
自
殺
率
は
白
人
の
二
十
・
五
に
対
し
、
十
・
四
と
低
く
、
日
本
本
国
よ

り
も
低
い
と
い
う
結
果
が
あ
る
）。
ガ
イ
ア
ナ
で
の
集
団
自
殺
（
一
九
七
九
年
）
な
ど
の
衝
撃
的
事
例
も
あ
る
が
、
現
世
を
超
越
し
た
信
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仰
に
触
れ
て
、
深
く
考
え
る
経
験
を
も
つ
だ
け
で
も
、
自
殺
の
防
止
に
は
大
き
な
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
あ
く
ま
で
個
人
的
か
つ
断
片
的
な
印
象
で
あ
る
が
、
諸
書
に
紹
介
さ
れ
た
自
殺
者
の
遺
書
を
読
む
と
、
会
社
の
仕
事
に
つ
い
て

は
細
か
く
記
さ
れ
て
い
た
り
、
家
族
へ
の
言
葉
は
あ
つ
て
も
、
宗
教
的
な
言
及
は
断
片
的
な
「
涅
槃
」「
天
国
」
な
ど
の
言
葉
の
ほ
か

は
、
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
。
ま
た
、
自
殺
し
た
人
々
の
挿
話
で
僧
侶
や
宗
教
的
な
背
景
が
語
ら
れ
る
事
は
極
め
て
少
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
え
て
問
題
提
起
す
る
な
ら
ば
、
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
人
々
の
中
に
は
、
寺
院
や
僧
侶
と
の
接
点
が
少
な
く
、
十

分
に
教
え
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
逆
に
深
い
信
仰
に
触
れ
た
人
に
は
自
殺
は
少
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
、
と
い
う
印
象
を
も
っ
た
。
自
殺
の
な
か
に
は
、
船
が
転
覆
す
る
よ
う
に
、
一
時
的
に
精
神
的
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
が
た
め
に
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
自
殺
も
か
な
り
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
自
殺
が
「
孤
独
の
病
」
と
も
し
ば
し
ば
表
現
さ
れ
る
よ
う

な
様
相
を
示
し
て
い
る
事
を
考
え
併
せ
て
も
、
私
た
ち
教
師
の
努
力
の
余
地
は
ま
だ
ま
だ
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
寺
院
へ
自
ら
来

な
い
人
々
へ
の
伝
道
の
方
策
を
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
自
殺
し
た
人
の
遺
族
や
関
係
者
は
、
後
か
ら
自
責
の
念
に
苛

ま
れ
る
事
が
多
く
、
二
次
被
害
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
法
要
な
ど
を
通
じ
て
助
力
で
き
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
数
年
の
統
計
か
ら
は
、
自
殺
の
増
加
傾
向
は
鈍
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
経
済
の
先
行
き
は
不
透
明
で
あ
る
が
、
自
殺
に

つ
い
て
多
く
の
報
道
が
な
さ
れ
、
自
殺
予
防
の
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
や
運
動
を
す
る
人
々
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
自
殺
は
こ
れ

以
上
増
加
せ
ず
、
減
少
に
転
じ
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
か
、
と
期
待
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
宗
の
寺
院
・
教
師
の
正
法
弘
通
も
、

自
殺
だ
け
を
特
に
意
識
し
て
い
な
い
も
の
で
も
、
自
殺
の
減
少
に
十
分
に
貢
献
で
き
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
最
近
の
自
殺
の
増
加
に
つ
い
て
、
統
計
の
概
要
と
、
諸
研
究
を
も
と
と
し
た
要
約
を
行
っ
て
み
た
。
ご
く
基
礎
的
な
内
容
で
あ

り
、
表
面
的
な
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
幾
分
か
で
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、
既
に
、
自
殺
の
防
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止
な
ど
の
問
題
に
関
心
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
る
方
か
ら
ご
教
示
が
あ
れ
ば
、
大
変
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

参
考
文
献

自
殺
に
関
す
る
文
献
は
極
め
て
多
数
で
あ
り
、
多
く
の
書
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
う
ち
ご
く
一
部
を
示
す
に
と
ど

め
、
あ
と
は
省
略
し
た
。

「
自
殺
の
急
増
に
つ
い
て
」『
厚
生
の
指
標
』
三
三
ー
四
、
一
九
八
六
年
、
厚
生
統
計
協
会

「
中
高
年
の
自
殺
」『
厚
生
の
指
標
』
四
五
ー
六
、
一
九
九
八
年
、
同
右

「
人
口
動
態
統
計
に
み
る
自
殺
の
現
状
」『
厚
生
の
指
標
』
第
四
十
五
巻
八
号
、
一
九
九
八
年
、
同
右

「
自
殺
に
関
す
る
常
識
テ
ス
ト
」『
治
療
』
六
八
ー
四

十
二
、
一
九
八
六
年

『
精
神
科
ム
ッ
ク
』
一
六

金
原
出
版
、
一
九
八
七
年

『
現
代
の
エ
ス
プ
リ
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─ ─

平成十三年度自殺数・自殺率（厚生労働省『人口動態統計』）

自　殺　率自　殺　数人　口　数

!"#"!"#$%!"#$%"&#$総　数

!"#!!"#!!"###!"～

!"#$!"#!"#$###!"～!"

!"#$!"!#!"#$###!"～!"

!"#$!"#$!!"#$$$!"～!"

!"#!!"#!!"#$"""!"～!"

!"#!!"#!!"#$$$$!"～!"

!"#$!"#$!"!#$$$!"～!"

!"#"!"#!!"##$$$!!～!"

!"#"!""!!"#$""""!"～!"

!"　!""#!"#"$$$!"～!"

!"#$!"#$!"#$%%%!"～!!

!"#$!"#$!"#$%%%!"～!"

!"#$!"#$!"#!$$$!"～!"

!"#$!"#$!"#$###!"～!"

!"#$!!"#!"#$"""!"～!"

!"!!"#!"#$%%%!"～!"

!"#!"!!!!"""!"～!"

!　!　!～　!

‥‥　!～　!歳
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─ ─

原因・動機別　自殺者年代推移（警察庁『平成!"年中における自殺の概要』）

合　計不　詳その他
学　校
問　題

男　女
問　題

勤　務
問　題

経済生
活問題

健　康
問　題

家　庭
問　題

!"#$$!"#!!"#!"#!"#$!""!"#$!"#$%!!"#昭和!"年
!"#$%!"!!"##!""!!"#!"#!"##!""#$!!"#!"

!"#$%!!!!"#$!"#!"#$!"!!"#$!"#!#!!!"!!

!"#$#!"#!!"#!"#!!!!"#!"#$!""##!"#"!"

!"!!#!""!!"#!"#!"#!"#!"##!"#$$!"!#!"

!"!#!!"!!"!"!"#!"#!!"#!"#$!"#$%!"#$!"

!"#$%!"#!"#$!!"!""!"#!!"#$!"#$!!"#!!"

!"#$$!"!!"#$!"#!""!!"#!"#$!"!##!"##!"

!""!#!"#!"#"!"#!"#!"#$!"#$!"#$"!"#$!"

!""#$!"#!"#$!"#!"!!"#$!!"#!"#$%!"!#!"

!"#$!!"#!"#$!"#!"#!!""!"#$!"#$%!!"#!"

!!"#$!"#!"#$!"#!"#!"##!"#$!"#$#!"""平成元年
!"#$%!"#!!"#!"#!"#!"#$!"#"!"#$%!"""!

!"#$%!"#!!"#!"#!"#!!"!""#!"###!"#$!

!!"#$!!""!"#$!"#!"#!"##!"#!!"#!$!""#!

!"#$"!"#"!"!#!""!"#!"#$!"#"!"##$!"#!!

!"#$%!"#$!"#$!"#!!"!!"#!"#$!"#$%!"#$!

!!""#!"!#!"#$!"#!"#!"!#!"#$!"#$%!""#!

!"#$%!"#$!"#$!"#!"#!"#$!"#$!"#$$!"!#!

!"#$%!"!#!"#$!"#!"#!"#$!""#!"#$%!"#$!

!"#$!!!"#!"#$!"#!"#!"##!"#$!"#"$!"!#!"

!!"#$!"!"!"#$!"#!"#!"#$!"#$!"##$!"#$!!

!"#$%!"!!!"#$!"#!"#!"#!!"#"!""#$!""#!"

!"#$%!"#$!"#$!!"!"#!"#$!"#$!"!#!!""#!"
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─ ─

平成十三年度　自殺と原因・動機・職業・年代
（警察庁『平成!"年中における自殺の概要』）

合　計不　詳学　生
生　徒無職者主　婦

主　夫
被　雇
用　者管理職自営者

!"#$%!!"!"#!"""#!"#$!"#!!"#!"!#総数

!""#!"#!!!!""#!"#!"#$!"#!"!!遺書あり計
!"#!!"!!"!""!"#!!"#家庭問題
!"#$!"!"!"#$!"#!!"!"!"#健康問題
!"#!!"!"!!"!"!"#!"#!"#経済生活問題
!"#!!!"!!"#!"!"勤務問題
!"#!!"!"!!"#!!"男女問題
!"!!"!!!!!学校問題
!!"!"!!!"#!"!"#!!"その他
!!"!"!"!"!!"!!!不詳

!"#!$!"#!"#!"##$!"!"!"#"!"#!"#$遺書なし

不　詳!"　歳
以　上!"歳代!"歳代!"歳代!"歳代!～!"総　数

!""!"#$!!""#!"!#!"##!"#$!"#!"#$%総数
!"#!"""!"#!!"#"!"#$!"#$!"#!!"##そのうち男性
!"!"#$!"#$!"#$!"#!"#!"#!""#遺書あり計
!!!"#$!"#$!!"#!"#!!"!"#!"!#そのうち男性

!""!"#!"#!"#!"!"!"#家庭問題
!!"#!"!!!"!!!"!"!"#そのうち男性
!!"!#!!"!"#!"#!"#!"!"#$健康問題
!!"#$!"#!"#!""!"#!"!!!"そのうち男性
!!""!!"#!"#!"!!"#!"!"#!経済生活問題
!!"#!!"#!"#!"#!"#!!"!#そのうち男性

!"!"#!"#!"#!"!!"#勤務問題
!"!"#!"#!"#!"!!!"そのうち男性
!!!"!"!"!"#!"!"#男女問題
!!!"!"!"!"!"!"#そのうち男性
!!!"!"!"学校問題
!!!"!"!"そのうち男性

!!"#!"#!"!"!"!"!!"その他
!!"#!"#!"!!!"!"!"#そのうち男性
!!"!"!"!!!"!"!!"不詳
!!!!"!"!"!"!!"#そのうち男性

!"#!"#$!"##!"#$!"#$!"##!""!"#!$遺書なし
!"#!"#$!"#$!"#$!"!!!"#$!"#!"#$%そのうち男性
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─ ─

年次別　自殺者、自殺率　（警察庁『平成!"年中における自殺の概要』）
女男自　殺　率自　殺　者　数年　　　次
!"#$!"#$!"#$!""#"!"年
!"#"!"#$!"#$!"#$%!"
!"#$!"#$!"#$!"#$!!"
!"#$!"#$!"#$!"#!!!"
!"#$!"#$!"#$!"#!"!"
!"#!!"#$!"#$!"##$!"
!"#$!"#"!"#$!""#!!"
!"#$!"#$!"#$!"#$%!"
!"　!"#$!"#!!!"##!!
!"#$!"#$!"#$!!"#$!"
!"#!!"#$!"#$!!"#$!"
!"#$!"#$!"#$!"#$%!"
!"#$!"#"!!"#!"#$#!"
!"#$!"#$!"#$!"#$%!"
!"#$!!"#!"#$!"##$!"
!"#$!"#$!"#$!"#$%!"
!"#$!"#$!"#!!"#$%!"
!"#$!"#$!"#!!"#$#!"
!"#"!"#$!"#$!""""!"
!"#!!"#$!"#$!"#"#!!
!"#"!"#$!"#$!"!#!!"
!"#$!"#$!"#$!"#$!!"
!"#$!"#$!"#$!"#""!"
!"#"!"#$!"#$!"#$%!"
!"#"!"#$!"#$!"#$%!"
!"#"!"#$!"　!"#!$!"
!"#$!"#!!"#$!""#$!"
!"　!"　!"#$!"#!$!"
!"#$!"#$!"　!""#$!"
!"#!!"#!!"#$!"#$%!"
!"#$!!　!"#$!"!#$!!
!"#$!!"#!"　!"#$$!"
!"#$!"#$!"#$!"#$%!"
!"#"!!"#!"　!"#$%!"
!"#$!!"#!"#$!"#$#!"
!"#$!"#$!"#$!"!!#!"
!"#"!"#$!"#"!"!#!!"
!"#$!"#$!"#$!"#$%!"
!"　!"#$!"#$!"#$$!"
!"#$!"#$!"　!""!#!"
!"#$!"#$!"　!""#$!"
!"#!!"#$!"#$!"#$!!!
!"#$!!"#!"#$!!"#$!"
!"#!!"#$!"#$!"#$%!"
!"#$!"#$!"　!"#$%!"
!"#$!"#$!"#$!!"#$!"
!!"#!"#$!"#$!"#$"!"
!!"#!"#$!"#$!"#$%!"
!!"#!"#!!"#$!!""#!"
!"　!"　!"#$!"#$%!"
!"#$!"#"!"#$!"#$%!"
!"#$!"#$!"　!"#$!!"
!"#$!"#$!"#$!!"#$!!
!"#$!"#"!"#!!"#$%!
!"#$!"#$!"#"!"#$%!
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─ ─

職業別　自殺者数の推移（警察庁『平成!"年中における自殺の概要』）

合　計不　詳
学生・
生　徒

無職者
主婦・
主　夫

被　雇
用　者

管理職自営者年次

!"#$$!"#!"#!"#$!"#$!"#!!""!"#$!"#

!"#$%!"#!"#!"!#!"#$!!!"!"#!"!#!"#

!"#$%!!"!"#!"!#!"#$!"#!!"#!"#$!""

!"#$#!!"!"#!""#!"#$!""#!"#!"!#!"#

!"!!#!"#!"#!"#$!"#$!"#$!"#!"#$!"#

!"!#!!"#!"#!"#$"!"#!!"#$!""!"#!!"#

!"#$%!"#!"#!"##$!"!#!"#$!"!!"#$!"#

!"#$$!!"!"#!"#$%!"#!!""#!!"!"#$!"#

!""!#!"#!"!!!"#$!"#$!"#$!"#!"##!"#

!""#$!"#!"#!!"#$!"#$!"#"!"#!!"#!"#

!"#$!!"!!"#!!"#$!"#$!"#$!"#!"#$!"#

!!"#$!"#!!"!"#$!!"#$!"#$!!"!"#$!"

!"#$%!"#!"#!"#$%!"#$!"#$!""!"#$!"

!"#$%!"#!"#!!"#!"#$!"##!"#!"#$!"

!!"#$!"#!"!!"#$#!!""!"#$!"#!""#!"

!"#$"!!"!"#!"#$!!"#!"#$!""!"#"!"

!"#$%!"!!"#!"!#$!"#$!"#$!"#!"#$!"

!!""#!!"!"#!"#$%!!"#!"""!""!"##!"

!"#$%!"#!"#!"#!#!"#$!"#$!"#!"#$!"

!"#$%!"#!"#!!"#$!"#"!"#"!"#!"#$!"

!"#$!!"#$!"!!"#$$!"#$!"#$!"#!"##!"#

!!"#$!!""!"#!"#$%!"#$!"#$!"#!"#$!""

!"#$%!!!"!"#!"#$#!"#!!"#$!"!!"##!"#

!"#$%!!"!"#!"""#!"#$!"#!!"#!"!#!"#
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─ ─

年齢別自殺者推移数（警察庁『平成!"年中における自殺の概要』

合　計不　詳
六　十
歳以上

五　十
歳　代

四　十
歳　代

三　十
歳　代

二　十
歳　代

!"　歳
以　下

!"#$$!""!"#$!"#$!"#$!"#$!"#$!""昭和!"年
!"#$%!"#!"!#!"##!"#$!"#"!"#$!"!!"

!"#$%!"#!"!!!"!#!"##!"#$!"#$!"#!!

!"#$#!!!"#!!!"#!""#!"#!!"""!"#!"

!"!!#!"!"#$!"#"!"#!!"#"!"#!!""!"

!"!#!!"!""#!"!#!"#$!"##!"#"!"#!"

!"#$%!"!"#!!"#$!"#$!"##!"#"!"#!"

!"#$$!"!"#$!"#$!"#$!"#$!"#$!!"!"

!""!#!"!!"#!"#!!"!#!"#$!"!#!"#!"

!""#$!"!"#$!"#$!"#"!""#!"##!""!"

!"#$!!"!"##!""#!!"#!"#$!"#$!"#!"

!!"#$!"#!"#$!"#$!"#"!"#$!"#$!"#平成!年
!"#$%!!!"#$!"#$!"#$!"#$!!!"!"#!

!"#$%!"!"!#!!"#!"#!!"#$!!"#!"!!

!!"#$!"!"#$!"#$!"#$!"#$!"#"!"#!

!"#$"!"#!"#"!"!#!"!#!"#$!!"#!!"!

!"#$%!"#!"#$!"#$!"#$!"#$!"#"!"#!

!!""#!"#!!"#!"#$!"""!"#$!"#$!"!!

!"#$%!"#!"##!"#$!"!#!"#$!"#$!"#!

!"#$%!"!!"#"!"##!"##!"#"!"#$!"#!

!"#$!!"#!!"#"!"#"!"!#!"#$!"#$!"#!"

!!"#$!"#!!!"#!"!!!"#"!"#"!"#$!"#!!

!"#$%!"!!"##$!"#$!"#"!"#$!!"#!"#!"

!"#$%!""!"#$!!""#!"!#!"##!"#$!"#!"
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─ ─

平成九年　配偶関係と自殺（厚生省　平成九年『自殺の概要』）

六十以上五十代四十代三十代二十代総　数男　性
!"#$!"#$!"!#!""#!"#$!"!##総人数

!"#$!"#!!"#$!"!"#$!"総数　率
!"#$!"#$!"!"!"#!!"#有配偶
!"#$%!!"!!"#$!"#$!"#$!"#$未婚
!"#$!"#$!!"!!"#$死別
!"!#$!"#$%!!"#$!!"#$!"#$%!"#$%離別

六十以上五十代四十代三十代二十代総　数女　性
!!"#!""#!"#!"#!"#!"##総人数

!"#!!"#$!"!!"#!"#!"#"総数　率
!"!"#$!"#!"#!"#!"#$有配偶
!"#"!"#$!"!"#$!"#!"#!未婚
!"#$!!"#!"#"!"死別
!"#$!"#$!"#$!"#$!"#$!"#$離別
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─ ─
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